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②
二
○
○
七
年
度
の
科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
に
関
わ
る
二
○

○
八
年
度
以
後
の
判
型
に
つ
い
て

③
日
本
医
史
学
雑
誌
の
横
書
き
へ
の
変
更
に
つ
い
て

な
ど
で
、
毎
回
の
委
員
会
で
短
時
間
ず
つ
で
は
あ
る
が
各
自
が

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
委
員
会
と
し
て
一
致
し
た
意
見
、
問
題
点

な
ど
を
坂
井
委
員
長
が
整
理
し
て
、
”
日
本
医
史
学
雑
誌
の
判
型

変
更
に
つ
い
て
の
提
言
“
を
作
成
し
、
昨
年
十
一
月
二
日
付
で
酒

井
理
事
長
の
下
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
は
理
事
長
か
ら
常
任

理
事
お
よ
び
役
員
に
回
覧
さ
れ
承
認
を
う
け
、
本
年
度
の
科
研
費

タ
テ
書
き
か
ら
横
書
き
へ
の
変
更
に
も
と
づ
く
頁
数
の
変
化
や
、

そ
れ
に
伴
う
科
研
費
の
変
動
、
会
員
の
負
担
金
や
制
作
費
の
変
化

と
連
鎖
的
に
学
会
財
政
が
ら
み
と
な
る
の
で
、
一
挙
に
変
更
す
る

訳
に
は
い
か
な
い
。
一
応
二
○
○
八
年
か
ら
の
変
更
を
め
ざ
し
て

繰
返
し
委
員
長
が
提
言
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

大
寒
を
前
に
し
て
頭
の
痛
む
時
節
と
な
っ
た
。
こ
の
総
会
号
は

編
集
委
員
会
が
新
体
制
に
な
っ
て
八
ヶ
月
を
へ
た
。

こ
の
間
、
六
回
の
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
二
○
○
七
年
度
の

課
題
は
、

①
本
年
十
一
月
に
長
崎
で
開
催
さ
れ
る
ポ
ン
ペ
記
念
学
術
集
会

の
申
請
が
な
さ
れ
た
。

の
抄
録
号
の
取
扱
い

シ
ン
ポ
五
氏
、
一
般
演
題
七
七
題
、
特
別
講
演
二
題
、
会
長
講
演

と
盛
り
沢
山
で
、
校
正
ミ
ス
な
ど
出
な
い
か
大
変
心
配
し
て
い
る
。

演
題
原
稿
の
取
扱
い
に
総
会
事
務
局
も
当
っ
て
い
る
。
本
誌
の
投

稿
規
定
も
改
訂
さ
れ
、
従
来
別
冊
で
あ
っ
た
学
会
会
報
も
第
四
号

に
合
冊
さ
れ
る
と
い
う
改
変
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
だ
が
改
革
の
歩

み
が
は
じ
ま
っ
た
。
（
中
西
淳
朗
）


